令和８年度　校内研修計画
甲州市立大藤小学校
１　学校課題
本校は、全校児童３６名の小規模校である。３・４年生と５・６年生が複式学級となり、ブロックによる合同授業が多く、異学年の交流が特徴である。全校児童の顔と名前が一致することも特徴である。また、人前に立って発表する機会を得やすい一方で、人間関係が固定化してしまう様子が見られる。このような実態から、自分の考えや思いを表現する力、対話・協働により新しい考えを生み出す力に課題がある。

２　研究主題
対話を広げ、主体的に学ぶ児童の育成
〜少人数学級の枠を超えた「異学年・外部交流」と「ICT」のベストミックス〜

３　設定理由
　AI技術の進展など、急激に変化する社会において、既成の正解を求めるだけでなく、自ら課題を見出し解決する力が求められている。子どもたちの学びが受動的な学習から自らの学びをコントロールする「主体的な学び」へ転換することが不可欠である。また、デジタル化の進展や生活スタイルの変化により、対面で深く関わる実体験が減少している。これにより、相手の意図を汲み取りながら合意形成を図るスキルの不足が指摘されている。多様な考えをもつ他者との「対話」を通じて、自分の思考を広げ、新たな意味を見出していくプロセスの保障は、学校教育における重要な役割となっている。他者との「対話」を通じて、自分にはない視点を取り入れ、思考を深める経験を積み重ねることは、自立した学習者を育てるだけでなく、共生社会を生きていくうえでの基盤となる。学年集団だけでなく、異学年の授業や縦割り班での活動、地域の方や専門家の方と連携し、様々な考えが出るよさ、人と意見を区別して考える大切さを伝え、子どもが自分の考えをもち、深めていけるようにしたい。
　また、少人数学級は、一人ひとりに目が届く良さがある反面、いつも同じメンバーであるため、考えが似通ってしまう傾向がある。研究主題である「対話を広げる」ためには、クラスの中だけでは得られない新しい視点や、異なる意見に触れるきっかけが必要である。学級の枠を超えて、異学年の子どもや外部人材と交流する場を作る。相手に合わせて言葉を選んだり、一生懸命伝えようとしたりする経験が、子どもの「もっと知りたい、伝えたい」という主体的な意欲を引き出し、対話の質を高めることにつながる。ICTは、少人数では足りない「たくさんの意見」を一瞬で集めたり、遠くの人とつながったりすることを可能にする。デジタルの便利さと、直接会って話すリアルな体験をうまく組み合わせる（ベストミックスする）ことで、少人数学級の弱点を補い、学びの場を大きく広げることができる。人との関わりとICTの活用をバランスよく取り入れることで、子どもが自ら問いをもち、仲間と共に学びを深めていく姿を目指したいと考え、本主題を設定した。

４　研究の具体的内容と方法
①昨年度からの継続取組
　　Classroomでの学習の流れの提示し、学習の計画をたてられるようになる素地の育成
　　ルーブリックを活用し、本時の達成度を知ることにより、学習の見通しをもつ
　　共通の振り返りシートの使用し、アウトプットの量、質を高める
　　WebQUを生かした児童理解と学級づくり
　　「大藤スタンダード」をもとにし、学習環境を整える
　②子どもの対話を増やす取組
　　ふじっ子タイム・・・発言しないことですべての児童の考えを引き出し、記入されたものの説明や「なんで？どうして？」を広げる
　③学習者主体の授業についての学習会
　　山梨県総合教育センター　有賀拓也指導主事
　④研究授業、一人一実践
　⑤安道寺遺跡の活用（CS）
　　地域の身近な素材を用いて児童が主体的に学習を進められるようにする
　　地域人材、博物館と連携し、学習を深める
５　年間研究計画
	実施時期
	研究内容

	１学期
	1
	4月3日
	昨年度の研究の概要、今年度の研究について

	
	2
	4月13日
	研究内容、研究主題に迫る取り組み

	
	3
	4月22日
	研究組織、研究計画の検討
Teacher’s NoteとWEBQUについて

	
	４
	４月２７日
	学習者主体の授業についての学習会（指導主事訪問）

	
	５
	6月8日
	WebQUの分析及び対応策の検討
個人の取り組みの振り返りと検討

	
	６
	7月8日
	１学期の成果と課題、情報交換

	夏休み中
	７
	8月17日
	一人一実践の確認と2学期の研究の方向性を確認
教育課程説明会還流報告、インクルーシブ教育研修

	２学期
	８
	9月2日
	研究授業指導案検討

	
	９
	10月28日
	WebQUの分析及び対応策の検討、指導案検討

	
	１０
	11月11日
	研究授業指導案検討、個人の取り組みの振り返りと検討

	
	1１
	12月9日
	研究授業・一人一実践検証、研究紀要作成に向けて

	３学期
	1２
	1月20日
	各教科の年間指導計画・単元計画の確認・見直し

	
	1３
	2月24日
	研究のまとめ・成果と課題の把握・来年度に向けて



